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秋
の
七
草
　
全
μ
Ｄ
’
迦
ぼ

一
づ
弓
兄
る
？

「
秋
の
野
に
　
咲
き
た
る
花
を
　
指
折
り
　
か
き
数
ふ
れ
ば
　
七
種
の
花

　
　
　
萩
の
花
　
尾
花
　
葛
花
　
裁
麦
の
花
　
姫
部
志
　
ま
た
　
藤
袴
　
朝
貌
の
花
」

　
夏
か
ら
秋
を
彩
る
花
た
ち
は
、
短

歌
や
俳
句
に
昔
か
ら
歌
わ
れ
て
き
た

植
物
た
ち
で
す
。
「
朝
貌
の
花
」
が

何
を
さ
す
か
、
ム
ク
ゲ
・
キ
キ
ョ
ウ
・

ア
サ
ガ
オ
・
ヒ
ル
ガ
オ
な
ど
諸
説
あ

り
ま
す
が
、
キ
キ
ョ
ウ
と
す
る
説
が

最
も
有
力
で
す
。

　
春
の
七
草
と
違
い
、
秋
の
七
草
は

直
接
何
か
を
し
た
り
、
食
べ
た
り
す

る
行
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
秋
の
野
の

花
が
咲
き
乱
れ
る
野
原
を
「
花
野

　
（
は
な
の
）
」
と
呼
び
、
花
を
観
賞

す
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
し
か

し
、
ど
の
植
物
も
行
事
で
飾
ら
れ
た

り
、
生
薬
と
し
て
活
用
さ
れ
た
り

と
二
王
活
に
密
着
し
た
植
物
で
す
。

ハ
ギ
　
萩

ス
ス
キ
　
薄
・
尾
花

ク
ズ
　
ら
１

１。
に

沃

　
　
昭
和
の
秋
の
七
草

　
昭
和
1
0
年
、
朝
日
日
日
新
聞
社
が
そ
の
時
代
の
名

士
に
依
頼
し
て
選
ば
れ
た
「
新
・
秋
の
七
草
」
を
ご
存

じ
で
す
か
。
選
ば
れ
た
植
物
と
選
定
者
は
左
の
通
り
。

コ
ス
モ
ス
（
秋
桜
）
　
　
　
　
　
作
家
　
菊
池
寛

す
ン
ロ
イ
バ
ナ
（
白
粉
花
）
　
作
家
ソ
謝
野
晶
．
レ

シ
ュ
ウ
カ
イ
ド
ウ
（
秋
海
案
）
　
作
家
　
永
井
荷
風

ハ
ゲ
イ
ト
ウ
（
葉
鶏
頭
）
　
作
家
長
八
‥
川
時
雨

毎
夕
爪
判
）
　
植
物
学
者
　
牧
野
宿
太
郎

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
（
彼
岸
花
）
　
歌
人
　
斉
…
漂
茂
吉

入
組
’
八
寸
ブ
ア
カ
ノ
マ
ン
マ
で
犬
蓼
　
い
ぬ
た
で
）

｝ｒ･

「ｌ」

４

ナ
デ
シ
コ
　
庄
子
・
目
安

オ
ミ
ナ
子
ン

姫
戸
、
７
．
『
、
．
尹
、
で
巳

剋
団
Ｉ
心
・
久
則
‥
イ

フ
ジ
バ
カ
マ
　
藤
臣

平
平
Ｊ
ウ

Ｗ

―
ｙ

俳
人

ズ

子

　
子
ど
も
達
が
、
遊
び
の
道
具
に
使
う
よ
う
な
植
物

や
、
秋
を
代
表
す
る
植
物
が
勢
揃
い
で
す
ね
。
殆
ど
が

外
来
種
の
植
物
で
あ
る
の
が
、
特
徴
的
で
す
。

万
葉
集
巻
ハ

１
５
３
８
山
上
憶
良

　
　
植
物
学
者
の
選
ん
だ
秋
の
七
草

　
昭
和
5
5
年
、
植
物
学
者
の
本
田
正
次
、
篠
遠
喜

人
ら
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
「
現
代
の
秋
の
七
草
」
と

い
う
の
も
あ
り
ま
す
。
山
上
憶
良
の
歌
に
倣
っ
て
、

次
の
よ
う
に
仕
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

見
渡
せ
ば
　
今
も
　
秋
野
に
乱
れ
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
花
か
ぞ
お
れ
ば
　
七
草
の
花

ホ
ト
ト
ギ
ス
、
ノ
ギ
ク
、
カ
ル
カ
ヤ
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
、

マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
　
ま
た
ワ
レ
モ
コ
ウ
、
リ
ン
ド
ウ
の
花

ホ
ト
ト
ギ
ス
（
杜
鴎
）

ノ
ギ
ク
（
野
菊
）

カ
ル
カ
ヤ
（
刈
萱
）

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
（
彼
岸
花
）

マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
（
松
虫
他
）

ツ
レ
モ
コ
ウ
（
汗
亦
紅
）

リ
ン
ド
ウ
（
心
胆
）

／
ヤ

　
植
物
を
愛
す
る
人
々
が
、
自
分
の
故
郷
の
花

や
、
思
い
出
の
植
物
で
「
自
分
の
七
草
」
を
作
る
の

も
面
白
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

-
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IIII物センタースタ･ソフが承ります｡植物センター受1､｣'までどうぞ。

ご相､淡内容によって､後日II_11答さしあげる場合もござ･います､御』'JjQドさい。

＊病気や害虫は､実物の虫や葉をお持ち頂くとより､lyしくお答えできます。
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